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「実現すれば産業や社会のあり方に大きな変革をもたらす革新的な科学技術イノベーションの創出」を目指し、ハイリスク・ハイ
インパクトな挑戦的研究開発を推進する

プログラムの目的

• ハイリスク研究による非連続イノベーションの創出において成功を収めた米国DARPA（国防高等研究計画局）の仕組みを参考
• 研究者に対してではなく、プロデューサーとして研究開発の企画・遂行・管理等の役割を担うプログラム・マネージャー(PM)
に予算と権限を与える、我が国ではかつてない方式を導入

• PMが目利き力を発揮し、トップレベルの研究開発力を結集して革新的な研究開発を強力に推進

プログラムの特徴

プログラムの仕組み

• 「科学技術イノベーション総合戦略」及び「日本再興戦略」において創設が決定（平成25年6月閣議決定）
• 平成25年度補正予算に550億円を計上し、「独立行政法人科学技術振興機構法」の一部を改正して5年間の基金を設置
• CSTIがPMを公募し、平成26年6月に12名、平成27年9月に4名を選定し、平成30年度末まで研究開発プログラムを実施

経緯

Impulsing PAradigm Change through disruptive Technologies Program
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ＰＭの役割

構想を実現するためのアイデ
ア・コンセプトを示し、「成功
への仮説」を組み立てる

必要な技術・優秀な人材を集め、
異分野の融合を図り、チームを
まとめ上げる

研究開発の進捗状況を管理し、
加速、減速、中止、方向転換等
を柔軟に判断し決定する
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